
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

※※※※※※ 発 行 人 ※※※※※※ 
特定非営利活動法人 

介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会 
代表理事 熊谷 道夫 

第１２２号 
【 平成２９年７月１日 】 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

こ
の
よ
う
な
良
い
天
気
の
中
、
総
会
に
ご
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
程
、
定
足
数
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
五
十
人
位
の

予
想
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
皆

さ
ん
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。 

ま
た
、
お
忙
し
い
中
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
御
臨
席
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
回
の
総
会
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
は
原

案
を
私
が
つ
く
り
、
そ
の
原
案
を
も
と
に
し
て
理
事
会

で
色
々
討
議
す
る
と
い
う
方
式
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
各
担
当
が
原
案
を
つ
く
り
、
そ
し
て
、
理
事

会
で
討
議
を
し
て
一
つ
の
議
案
と
し
て
纏
め
る
と
い

う
方
式
に
変
更
を
致
し
ま
し
た
。 

 

そ
う
い
う
点
で
、
項
目
ご
と
に
若
干
整
合
性
が
取
れ

な
い
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
ご
議

論
で
是
非
カ
バ
ー
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

す
で
に
皆
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
、
六
月
十
六

日
開
催
の
設
立
二
十
周
年
の
記
念
行
事
の
話
で
ご
ざ

い
ま
す
。
人
数
的
と
い
う
よ
り
も
規
模
的
に
は
二
十
周

年
記
念
行
事
で
す
の
で
、
従
来
の
よ
う
に
大
き
い
会
場

を
選
定
し
て
盛
大
に
や
り
た
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
日
的
な
情
勢
、
会
の
お
か
れ
て
い
る

立
場
等
も
考
慮
い
た
し
ま
し
て
仙
台
市
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
於
き
ま
し
て
、
記
念
の
講
演
と
さ

さ
や
か
な
会
員
の
交
流
を
行
う
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。 

歴
史
は
連
綿
と
続
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年

二
０
十
七
年
、
一
０
０
年
前
は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
か
も

知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ロ
シ
ア
革
命
が
あ
っ
た
時
代

で
す
。
ロ
シ
ア
革
命
一
０
０
年
、
日
本
国
憲
法
は
施
行

さ
れ
て
七
０
年
と
私
が
関
わ
っ
て
い
る
民
生
委
員
制

度
が
創
設
さ
れ
て
一
０
０
年
、
想
い
で
深
い
年
に
な
る

わ
け
で
す
。
わ
ず
か
二
十
年
の
歴
史
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
中
で
、
人
、
涙
、
ま
た
、
沢
山
の
汗
を
か

い
て
ご
苦
労
さ
れ
た
先
輩
、
先
人
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
一
万
人
市
民
委
員
会
宮
城
、
前
代
表
の

遺
言
で
あ
り
ま
す
「
頑
張
ら
な
い
け
ど
諦
め
な
い
」
と

い
う
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
要

介
護
状
態
の
重
度
化
防
止
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

図
る
と
共
に
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と

に
配
慮
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
「
利
用
者
本
位
」

の
制
度
に
す
る
た
め
、
友
誼
団
体
と
連
携
し
て
活
動
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
共
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

代
表
理
事 

熊
谷 

道
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総 会 模 様 

平成２９年５月３０日に仙台市生涯学習支援センタ

ーに於いて、第１６回通常総会が開催されました。 

荒井勝子副代表理事の開会の辞に続き、相楽美代

子理事から出席者４８名、委任状４０名の報告があ

り、本総会の定足数充足の確認・成立が宣言され

た。 

続いて、大坪俊男会員を議長に選任、議事録署名

人に早坂幸代副代表理事・栗原節子常任理事が選

任され、熊谷代表理事挨拶に続き、来賓の方々か

ら次のような祝辞がありました。 

◆介護職員の負担軽減や認知症の緩和などに効

果があるとされるロボット介護の導入、また人材確

保のための外国人介護福祉士の養成など大胆な

政策による積極的な福祉行政を推進する 

◆来年度は介護保険の改定の年になっています。

ここ数年高齢者が３パーセントずつ増加している

わけで介護保険料の芳も上がってくるという形に

なると思います。利用の方を少しずつ抑えながら

やっていかないとなかなか今後持続的なサービ

スができなくなっている。 

◆週刊誌によると２０５０年に日本の人口は８千万

人に減少すると、何が起きるかというと所得税が

５０％になる。年金受給開始が７８歳になる。 

２０２５年には介護を必要とされている方が４５０万

人増えて将来一人の若者が一人の高齢者を支え

るという時代が来ると言われている。 

将来を見据えながら運動の構築と共に、住まいや

医療、介護、生活支援の総括的に地域で支えてい

くことを、われわれ全力で取り組んでいきたい 

◆２０２５年を目標にしまして皆さまが安心して暮ら

し続けられる地域包括ケアシステムの構築という

思いで頑張っております。各関係機関と地域の皆

さんのご協力をいただきながらシステムの構築を

地域ごとにやれるような形での体制づくりを・・・・ 

◆今後増々増え続ける高齢者や認知症になられ

た方々、そしてそのご家族を含めて認知症になっ

ても安心して暮らせる地域社会を築くためのグル

ープホームを通じて微力ながら地域社会に貢献し

ていきたいと考えております。 

第 16 回通常総会が開催されました 

 

出席された来賓の皆様 

会
場
風
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出席されました来賓は次の方々です 

宮城県保健福祉部長寿社会政策課       課長補佐 野呂 英樹氏 

仙台市健康福祉局保険高齢部介護保健課    課  長 大浦 健志氏 

日本労働組合総連合会宮城県連合会      事務局長 大黒 雅弘氏 

仙台市地域包括支援センター連絡協議会     副会長  勝倉 弘幸氏 

ＮＰＯ法人宮城県認知症グループホーム協議会   会  長 内海 裕氏 

仙台市老人福祉施設協議会           会  長 庄子 清典氏（都合により欠席） 

 

休憩を挟んで議案の審議に移り、仲野紀夫専務理

事から第１号議案２０１６年度事業報告、箕輪元三副

代表理事から第２号議案２０１６年度決算報告、大倉

克志監事から第３号議案２０１６年度監査報告され、

３議案一括審議の結果承認されました。  

次に仲野紀夫専務理事から第４号議案２０１７年度

事業計画（案）、箕輪元三副代表理事から２０１７年

度活動予算案（案）が提案され審議の結果承認さ

れました。 

以上で全議案の審議を終え、大坪俊男議長の解任

挨拶の後、塩田智明理事の閉会のことばで第１６回

通常総会滞りなく閉会しました。 
大坪俊男議長 司会する荒井副代表理事 

出席状況を報告する相楽理事 

挨
拶
を
す
る
熊
谷
代
表
理
事 決算報告する箕輪副代表理事 

事
業
報
告
す
る
仲
野
専
務
理
事 

監
査
報
告
す
る
大
倉
監
事 

会 

場 

風 

景 

会 

場 

風 
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設立 20周年記念講演・会員交流会が開催されました 

平成２９年６月１６日(金)に設立２０周

年記念講演・会員交流会が仙台市市民活動

サポートセンターに於いて盛大に開催さ

れました。 

代表理事の挨拶に続き、木下昭二相談役の

お祝いのメッセージが團理事により代読

されました。 

記念講演・会員交流会に先立ち、前代表理事大

川昭雄氏夫人早枝子氏に感謝状と記念品が贈呈

されました。 

当日は早枝子氏の代わりに長女の大川優子氏が

出席され、謝辞の代読をされました。 

 

 

 

感謝状贈呈式 

次に(医)みやぎ清耀会緑の里クリニックМＳＷ八戸宏氏を

講師に迎え「ともに生きるとは～超高齢社会を生きる～」

をテーマに深沢七郎作楢山節考(緒形拳・坂本スミ子主演)

の家庭における口減らし、昭和２０・３０年代の地域コミ

ュニティの向う３軒両隣と町内、向田邦子作男どき・女ど

きの学校と地域のつながり、脚本家山田太一さんの家族は

「人」を知る場所です、について、身振り手振り、擬音、

時には歌入りで、地域包括ケアシステム構築に当たって、

家族、隣人、町内を核とした地域における共生・互助によ

る地域コミュニティづくりについてのお話の後、次の銘文

を紹介されて講演を締め括り

ました。 
あなたの知らない所に 

  色々な人生がある 

あなたの人生が 

     かけがいのないように 

  あなたの知らない人生も又 

  かけがいがない 

 人を愛すると言うことは 

  知らない人生を 

   知るということだ 

 

感謝状 
記念品 

謝
辞
を
代
読
す
る
大
川
さ
ん 

講師：八戸宏先生 

講
師
紹
介
す
る
小
山
さ
ん 

講
師
紹
介
す
る
荒
井
さ
ん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて記念講演会の講師八戸宏先生、大川

優子さんを交え、会員交流会に移りまし

た。 

鈴木啓子相談役の祝辞の後、アトラクショ

ンとして、栗原節子さんのハーモニカ演

奏、櫻井洋子さんのバイオリン演奏、八戸

先生の津軽民謡「弥三郎節」、会員の数々

の余技演技の飛び入り披露があり、親睦・

懇親・交流の場は多いにもりあがりまし

た。 

最後は全員で星影のワルツの替え

歌「幸せのワルツを大合唱し、交流

会を閉会。 

「幸せのワルツ」 

 五十や六十花ならつぼみ 

 人の盛りは七、八十 

 みんなで幸せのワルツを歌おう 

 九十になるころ むかえきたら 

 九十になるころ むかえきたら 

 百まで来るなと おいかえせ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７回理事会模様 
★平成２９年４月２６日（水）仙台市生涯学習支援セ

ンターにおいて、第７回理事会が開催されました 

ア）第１６回通常総会議案の作成について審議  

イ）総会の準備作業および役割分担について  

ウ）諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画

について報告、説明  

エ）広報、財政、組織、総務関係について報告  

オ）その他・調査、評価活動状況等について報告 

第８回理事会模様 
★平成２９年５月１０日（水）仙台プロミス２階におい

て、第８回理事会が開催されました 

ア）第１６回通常総会議案の確定について審議  

イ）第７回に続き総会時の役割分担について確認  

ウ）諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画

について報告、説明  

エ）広報、財政、組織、総務関係について  

オ）２０周年記念行事第３回実行委員会報告、第４回

実行委員会開催 

新年度第 1 回理事会模様 
★平成２９年５月３０日（火）、仙台市生涯学習支援

センターにおいて第１６回通常総会に引き続き新年

度第１回理事会が開催されました 

ア）２０周年記念行事について 

・式典、講演会、記念誌、会員交流会等について

準備作業および役割分担について最終確認の

話し合い  

イ）組織・総務についての審議  

ウ）その他・調査、評価活動状況について報告 

 
（※詳細については事務局備付けの議事録を閲覧

願います。）    

 

 

「情報の公表」フォローアップ研修 
平成２９年４月１３日（木）仙台市生涯学習支援センタ

ーにおいて「情報の公表」２０１６年度第２回フォロー

アップ研修が開催されました。 

２０１６年度調査活動を振り返って 

①調査員報告書説明・質疑 

②意見交換等  

の研修が行われました。 

さらに２０１７年度の調査活動についての説明があり

ました。 

「地域密着型外部評価」フォローアップ研修 

平成２９年６月３０日（金）仙台市生涯学習支援センタ

ーにおいて「地域密着型外部評価」のフォローアッ

プ研修が開催されました。 

・県のガイドライン、サービス実施要領、アンケートの

結果、新人調査員同行について 

・前年度を振返って 

・ステップの取り上げについて 

新年度第１回理事会模様 

「地域密着型外部評価」フォローアップ研修受付風景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆よろず相談会のご案内 
  

平成２９年７月から１０月までの開催日程は次の

とりです 

☆開催日程（２９年７月～２９年１０月） 

 

・７月２５日（火）  相談役 安田廣冶司法書士 

・８月２４日（木）  相談役 武田貴志弁護士 

・９月２６日（火）  相談役 安田廣冶司法書士 

・１０月２４日（火）  相談役 武田貴志弁護士 

 

２９年度第１回委員会模様 
 

★平成２９年５月３１日（水）一万人市民委員会事務所

において第１回地域包括ケア推進検討委員会が開催

されました。（ＮＰＯ）介護者サポートネットワークセン

ター「アラジン」の牧野史子理事長と１０月８日に開催

予定の「高齢者の住まいについて」のフォーラムに

ついて、情報交換を行った。 

２９年度第２回委員会模様 
 

★平成２９年６月２９日（木）一万人市民委員会事務所

において第２回地域包括ケア推進検討委員会が開催

されました。今年度の具体的支援について、さらに

「地域包括ケア推進検討委員会」の体制整備に向け

話し合いを行った。その後（ＮＰＯ）介護者ネットワーク

センター「アラジン」の牧野理事長と前回に続き情報

交換を行った。 

※「地域包括ケア推進検討委員会」については、ニュ

ースレター１２０号の５頁をご覧ください。   

「サロン・カフェ」支援活動 

★６月９日（金）榴ヶ岡地域包括支援センター主催の

ほっとサロンで支援活動を行ってきました。 

朝の９時半ですでに気温２３度の暑い日でしたが、利

用者は３０名（新しい方２名）と大勢の参加がありまし

た。皆さん笑顔で元気一杯でした。 

松島町の経路治療学会副会長の樋口秀吉氏の「認

知症予防と歩行」のお話しを真剣に聞きいっていま

した。 

「地域包括ケア推進検討委員会」だより 

 

設
立
２
０
周
年
記
念
誌
発
行 

 

✦記念誌が発行され、記念講演・交
流会の参加者に配布されました。 
皆さんから感想が寄せられています 

 
 

 

❄
諸
先
輩
方
の
熱
意
と
行
動
力
に
改
め
て
敬
服
致

し
ま
し
た
。 

❄
２
０
年
間
の
歩
み
の
重
み
を
か
み
し
め
、
感
無
量
の

思
い
で
手
に
取
り
ま
し
た
。 

❄
設
立
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
懐
か
し
く
駆
け
巡
り
ま
し
た
。 

❄
元
大
川
代
表
の
笑
顔
か
ら
「
頑
張
ら
な
い
け
ど
諦 

め
な
い
」
「
山
の
彼
方
の
な
お
遠
く
・・・」
と
エ
ー
ル 

が
送
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

❄
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

❄
明
る
い
カ
ラ
ー
の
素
敵
な
表
紙
に
思
わ
ず
目
が
行 

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

ほっとサロン活動風景 

事務局からのお知らせ 
 

８月１１日(金)から１６日(水)までお休みします 
 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集委員：荒井勝子 兼平幸雄 栗原節子 團 順子 前田泰子 

相
談
役 

柏
倉
二
男 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

か
な
り
長
い
こ
と
休
眠
し
て
い
た
趣
味
の
バ
イ
オ

リ
ン
教
室
通
い
を
再
開
し
て
、
十
五
年
程
が
経

過
し
ま
し
た
。 

同
年
代
の
我
が
師
は
、
偶
々
ボ
ラ
ン
テ
ア
演
奏
の

依
頼
に
快
く
応
じ
る
の
で
、
微
力
な
が
ら
私
も
毎

月
三
～
四
件
お
供
し
て
い
ま
す
。 

訪
問
先
は
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
場
や
入
居
施
設
、
市
民
セ
ン
タ
ー
老

壮
大
学
の
開
閉
講
式
、
町
内
会
行
事
や
地
域

カ
フ
ェ
な
ど
仙
台
市
内
の
全
域
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
ボ
ロ
ン
テ

ィ
エ
＝
「
喜
ん
で
」
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
ん
な
気
持
で
集
い
の
お
仲
間
に
入
っ
て
い
ま

す
。 

季
節
に
合
わ
せ
た
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
、
ラ
ジ

オ
歌
謡
曲
な
ど
に
、
ほ
ん
の
少
し
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
入

れ
た
曲
目
で
、
小
一
時
間
の
演
奏
で
す
。 

 

最
近
は
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
？
と
見
間
違
え
る
よ
う

な
介
護
付
き
超
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
を
訪
問
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
日
本
社
会
の
縮
図

を
垣
間
見
る
こ
と
で
、
所
得
格
差
の
将
来
像
な

ど
が
脳
裏
を
か
す
め
ま
す
。 

 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・つ
ば
め 

会 

員 
 

櫻
井 

洋
子 

設立２０周年記念行事が開催されました。八戸先生からの講演に、今

後の活動へのモチベーションを高めることができました。また、久しぶ

りの交流会とあって会員同士の親睦も深まりました。 

「介護保険法を市民の求める制度」にと手を挙げ、目まぐるしく変化す

る制度や社会環境の中で、２０年もの間活動を続けてきたことに改めて

先人たちの行動力に敬意を表する次第です。 

この節目の年に設立時の原点に立ち戻り、日頃の活動から得た現場の

声に耳を傾け「誰もが安心して暮らしていける社会」を目指し、提言し

ていく活動をこれからも続けていきたいと、梅雨明け間近の空模様を

眺めながら思わず一人つぶやいていました。 

どなたか「つぶやき返し」をお待ちしております。  （荒 井） 

つ 

ば 

め 

毎
年
四
月
中
旬
頃
、
住
ん
で
い
る
団
地
に
つ

ば
め
が
飛
来
し
ま
す
。
昨
年
、
数
軒
隣
り
の
ベ

ラ
ン
ダ
の
屋
根
下
に
番
い
が
巣
を
作
り
ま
し

た
。
や
が
て
ひ
な
が
孵
化
し
、
親
鳥
が
休
む
間

も
な
く
虫
を
捕
え
て
与
え
た
り
、
成
長
し
た
子

つ
ば
め
が
飛
ぶ
練
習
を
し
て
い
る
様
子
を
日
々

微
笑
ま
し
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。 

と
、
夏
の
あ
る
午
後
で
し
た
。
三
十
羽
位
の
つ

ば
め
集
団
が
そ
の
巣
の
周
り
を
旋
回
し
、
一
、

二
羽
づ
つ
代
わ
る
代
わ
る
巣
の
中
を
覗
い
て
い

ま
す
。
ま
る
で
何
か
を
心
配
し
て
気
遣
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
皆
一
緒
に
南
へ
帰

る
時
期
で
様
子
を
見
に
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」「
ご
め
ん
ね
、
先
に
行
く

よ
」
な
ど
と
会
話
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し

た
。 

 

や
は
り
巣
立
ち
が
遅
れ
た
子
つ
ば
め
一
家
だ

け
が
残
り
、
し
ば
ら
く
低
空
飛
行
の
餌
取
り
練

習
を
け
な
げ
に
続
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
無
事
に
旅
立
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

「
え
ら
い
も
の
だ
な
ぁ
」
と
感
心
す
る
と
と
も

に
、
仲
間
の
弱
者
を
気
遣
い
、
行
動
す
る
つ
ば

め
達
の
自
然
な
姿
は
何
か
し
ら
、
原
点
を
教
示

し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。 


